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足
立
区
議
会
は
、
三
菱
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ー

マ
跡
地
開
発
に
お
い
て
、
賃
貸
住
宅

に
大
規
模
小
売
店
舗
を
併
設
す
る
計

画
の
変
更
を
行
う
よ
う
、
平
成
20
年

７
月
４
日
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再

生
機
構
及
び
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式

会
社
へ
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
計
画
は
、
地
域
や
区
へ
の
協

議
及
び
同
意
形
成
が
図
ら
れ
な
い
ま

ま
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
計
画

ど
お
り
実
施
さ
れ
れ
ば
、
地
域
の
商

業
者
を
混
乱
さ
せ
る
な
ど
、
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
足
立
区
議
会
は
、
跡
地
開
発
計
画

の
再
考
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
関
係

機
関
へ
強
く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
な
お
、
意
見
書
及
び
要
望
書
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

   

　
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構（
以

下
、「
都
市
機
構
」
と
い
う
。）
は
、

三
菱
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ー
マ
跡
地
に
つ
い

て
、
梅
田
五
丁
目
周
辺
地
区
に
お
け

る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
協
定

（
以
下
、
「
基
本
協
定
」
と
い
う
。
）

を
区
と
結
び
、
開
発
事
業
を
進
め
て

き
た
。 

　
当
初
、
都
市
機
構
か
ら
賃
貸
住
宅

が
建
設
さ
れ
る
と
の
説
明
を
受
け
た

区
は
、
区
議
会
に
も
そ
の
旨
報
告
を

行
っ
て
い
た
。 

　
と
こ
ろ
が
、
平
成
20
年
6
月
20
日

の
交
通
網
・
都
市
基
盤
整
備
調
査
特

別
委
員
会
並
び
に
同
委
員
協
議
会
に

お
い
て
、
都
市
機
構
は
、
賃
貸
住
宅

だ
け
で
な
く
食
料
品
を
扱
う
大
規
模

小
売
店
舗
も
併
設
す
る
と
い
う
報
告

を
行
っ
た
。
こ
の
計
画
が
実
施
さ
れ

れ
ば
、
地
元
商
店
街
に
多
大
な
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
区
議
会
と

し
て
も
大
変
憤

り
を
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ

る
。 

　
よ
っ
て
、
足

立
区
議
会
は
都

市
機
構
に
対
し
、

下
記
事
項
に
つ

い
て
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。 

記 

１
　
都
市
機
構

は
、
基
本
協

定
を
遵
守
し
、

開
発
事
業
者

と
の
店
舗
併

設
計
画
の
撤

回
に
向
け
た

協
議
を
行
う
こ
と
。 

２
　
都
市
機
構
は
、
地
域
や
区
と
十

分
な
同
意
形
成
を
図
っ
た
上
で
事

業
を
進
め
る
こ
と
。 

（
独
立
行
政
法
人
　
都
市
再
生
機
構

東
京
都
心
支
社
長
あ
て
） 

   

　
貴
社
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃

よ
り
当
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
格
別
の

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

　
さ
て
、
三
菱
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ー
マ
跡

地
開
発
に
つ
い
て
、
区
は
、
土
地
貸

人
で
あ
る
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生

機
構
（
以
下
、
「
都
市
機
構
」
と
い

う
。
）
と
梅
田
五
丁
目
周
辺
地
区
に

お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本

協
定
（
以
下
、「
協
定
」
と
い
う
。）

を
結
ん
で
お
り
ま
す
。
区
は
、
協
定

及
び
都
市
機
構
に
よ
る
説
明
か
ら
、

当
跡
地
開
発
は
賃
貸
住
宅
の
建
設
を

前
提
と
し
た
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、

区
議
会
に
も
そ
の
旨
報
告
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。 

　
と
こ
ろ
が
、
平
成
20
年
6
月
20
日

の
交
通
網
・
都
市
基
盤
整
備
調
査
特

別
委
員
会
な
ら
び
に
同
委
員
協
議
会

に
お
い
て
、
都
市
機
構
か
ら
、
貴
社

は
賃
貸
住
宅
だ
け
で
な
く
食
料
品
も

扱
う
大
規
模
小
売
店
舗
も
併
設
す
る

と
い
う
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の

計
画
は
協
定
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い

上
、
地
元
商
店
街
に
多
大
な
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
区
議
会
と
し

て
も
大
変
憂
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
貴
社
に

対
し
、
下
記
事
項
に
つ
い
て
強
く
要

望
い
た
し
ま
す
。 

記 

１
　
貴
社
は
、
大
規
模
小
売
店
舗
の

併
設
計
画
を
見
直
し
、
他
の
計
画

に
変
更
す
る
こ
と
。 

２
　
貴
社
は
、
地
域
や
区
と
も
十
分

な
同
意
形
成
を
図
っ
た
上
で
事
業

を
進
め
る
こ
と
。 

（
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
　
東

京
支
社
長
あ
て
） 

    

　
そ
の
他
、
今
定
例
会
で
可
決
し
た

意
見
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。
意
見

書
は
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。 

   

　
介
護
労
働
者
は
、
人
間
の
尊
厳
に

か
か
わ
る
崇
高
な
仕
事
に
携
わ
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
低
賃
金
、

長
時
間
労
働
な
ど
、
そ
の
厳
し
い
労

働
環
境
か
ら
離
職
率
も
高
く
、
待
遇

改
善
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
早
朝

か
ら
深
夜
ま
で
の
重
労
働
の
上
、
人

手
不
足
で
疲
れ
て
も
休
暇
が
取
れ
な

い
よ
う
な
現
実
に
直
面
し
て
、
こ
の

ま
ま
で
は
生
活
で
き
な
い
、
将
来
に

希
望
が
持
て
な
い
と
退
職
し
て
い
く

ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
る
。 

　
団
塊
世
代
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

少
な
く
と
も
今
後
10
年
間
で
、
40
万

人
か
ら
60
万
人
も
の
介
護
労
働
者
の

確
保
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
介

護
に
携
わ
る
人
た
ち
が
い
な
く
な
れ

ば
介
護
保
険
制
度
も
立
ち
行
か
な
く

な
り
、
ま
さ
に
制
度
の
根
幹
を
揺
る

が
す
問
題
で
あ
る
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
に

対
し
、
介
護
に
携
わ
る
人
た
ち
が
誇

り
と
自
信
を
持
ち
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
下
記
事
項
の
早
期
実
現
を

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

記 

１
　
全
労
働
者
の
平
均
を
大
き
く
下

回
る
給
与
水
準
の
実
態
を
職
種
や

勤
務
形
態
ご
と
に
把
握
し
、
低
賃

金
の
原
因
と
そ
の
是
正
策
を
早
急

に
検
討
す
る
こ
と
。
そ
の
上
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
介
護
事
業
者
が
キ
ャ

リ
ア
と
能
力
に
見
合
っ
た
適
切
な

給
与
体
系
を
構
築
で
き
る
よ
う
、

国
庫
負
担
金
の
増
額
を
含
め
介
護

報
酬
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
次
期

介
護
報
酬
改
定
で
適
切
に
措
置
す

る
こ
と
。 

２
　
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
担
う

人
材
確
保
の
た
め
、
労
働
環
境
の

整
備
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
仕
組

み
の
構
築
な
ど
早
急
な
取
り
組
み

を
進
め
、
昨
年
８
月
に
示
さ
れ
た

福
祉
人
材
確
保
指
針
の
実
現
を
図

る
こ
と
。 

３
　
小
規
模
事
業
所
な
ど
に
お
け
る

職
場
定
着
の
た
め
の
取
り
組
み
支

援
や
労
働
時
間
短
縮
の
た
め
の
事

務
負
担
軽
減
策
、
さ
ら
に
は
、
事

業
所
の
労
働
環
境
に
関
す
る
情
報

開
示
な
ど
介
護
労
働
者
の
待
遇
改

善
の
た
め
の
総
合
的
な
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
。 

（
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

あ
て
） 

   
　
レ
ア
メ
タ
ル
を
含
む
非
鉄
金
属
は

わ
が
国
の
産
業
競
争
力
の
要
と
も
言

わ
れ
て
い
る
が
、
近
年
、
国
際
価
格

の
高
騰
や
資
源
獲
得
競
争
の
激
化
に

よ
り
、
そ
の
安
定
確
保
に
懸
念
が
生

じ
て
い
る
。 

　
貴
重
な
鉱
物
資
源
を
巡
る
こ
の
よ

う
な
状
況
を
受
け
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
に
設
置
さ
れ
た
「
資
源
戦
略
研
究

会
」
が
平
成
18
年
に
と
り
ま
と
め
た

報
告
書
「
非
鉄
金
属
資
源
の
安
定
供

給
確
保
に
向
け
た
戦
略
」
で
は
、
使

用
済
み
製
品
に
使
わ
れ
て
い
る
レ
ア

メ
タ
ル
の
再
利
用
推
進
が
重
視
さ
れ

て
い
る
。
な
か
で
も
普
及
台
数
が
１

億
台
を
超
え
る
携
帯
電
話
に
は
、
リ

チ
ウ
ム
、
希
土
類
、
イ
ン
ジ
ウ
ム
、
金
、

銀
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
使
用
済

み
携
帯
電
話
は
他
の
レ
ア
メ
タ
ル
な

ど
を
含
む
使
用
済
み
製
品
と
と
も
に

「
都
市
鉱
山
」
と
し
て
、
適
切
な
処

理
と
有
用
資
源
の
回
収
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。 

　
し
か
し
、
使
用
済
み
携
帯
電
話
の

回
収
実
績
は
平
成
12
年
の
約
１
千
362

万
台
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
が
続
い

て
お
り
、
平
成
18
年
に
は
約
662
万
台

に
半
減
し
て
い
る
。
回
収
率
向
上
の

た
め
の
課
題
と
し
て
、
携
帯
電
話
ユ
ー

ザ
ー
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
の
情
報

提
供
、
携
帯
電
話
の
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
を
行
う
Ｍ
Ｒ
Ｎ
（
モ
バ
イ
ル
・
リ

サ
イ
ク
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
認

知
度
向
上
、
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
な
ど

の
充
電
器
の
標
準
化
に
よ
る
省
資
源

化
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
使
用
済
み
携
帯
電

話
の
適
正
な
処
理
と
レ
ア
メ
タ
ル
な

ど
の
有
用
資
源
の
回
収
促
進
を
図
る

た
め
、
下
記
事
項
に
つ
い
て
早
急
な

対
策
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。 

記 

１
　
携
帯
電
話
の
買
い
換
え
・
解
約

時
に
お
い
て
、
販
売
員
か
ら
ユ
ー

ザ
ー
に
対
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

の
提
供
を
行
う
こ
と
を
定
め
る
な

ど
、
携
帯
電
話
の
回
収
促
進
に
必

要
な
法
整
備
を
行
う
こ
と
。 

２
　
携
帯
電
話
ユ
ー
ザ
ー
に
対
す
る

啓
発
、
携
帯
電
話
の
回
収
促
進
に

つ
な
が
る
企
業
・
団
体
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
施
策
を
行
う
こ
と
。 

３
　
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
な
ど
の
充
電

器
の
標
準
化
や
取
扱
説
明
書
の
簡

略
化
な
ど
に
よ
る
省
資
源
化
を
実

現
す
る
こ
と
。 

４
　
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の
高
度
な
リ

サ
イ
ク
ル
技
術
の
開
発
に
加
え
、

循
環
利
用
の
た
め
の
社
会
シ
ス
テ

ム
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
。 

（
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

総
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済

産
業
大
臣
あ
て
） 

 


